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令和４年度決算を認定

道の駅瑞穂　入札中止

今
月
の　

　

注
目
!

（2）

（4）

９月
定例会
特集



　

決
算
審
査
は
、
９
月
６
日

か
ら
７
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
連
合
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。

　

決
算
書
、
決
算
資
料
に
基

づ
き
、
予
算
執
行
内
容
の
不

明
な
も
の
や
予
算
執
行
率
の

低
い
も
の
な
ど
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
税
や
国
民
健
康

保
険
税
、
使
用
料
な
ど
の
収

入
未
済
額
、
不
納
欠
損
額
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
問
項
目
を
記
載
し

ま
す
。

●
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
た

　

け
の
こ
学
級
）
の
利
用
状

　

況
●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
状

　

況
と
予
備
車
両
の
利
用
状

　

況
●
久
喜
銀
山
遺
跡
と
久
喜
林

　

間
学
舎
の
活
用

●
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

　

業
の
状
況

●
元
気
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

　

ー
ム
事
業
費
の
内
訳

●
職
員
研
修
費
の
内
訳

●
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

●
災
害
備
蓄
品
の
購
入
と
管

　

理
の
状
況

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
メ
リ

　

ッ
ト

●
窓
口
業
務
の
改
善
の
取
組

　

み
状
況

●
地
域
振
興
基
金
の
活
用

●
生
活
保
護
費
増
額
の
要
因

●
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
確
保

　

の
状
況

●
手
話
通
訳
派
遣
事
業
の
内

　

容
●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 137億4476 133億8422 3億6054

電 気 通 信 5億4172 5億2703 1469

小　　計 142億8648 139億1125 3億7523

公
営
事
業
会
計

国民健康保険 13億1167 12億9888 1279

直営診察所 1億2114 1億1349 765

後期高齢者 3億8182 3億7838 344

下 水 道 9億1335 8億9073 2262

小　　計 27億2798 26億8147 4650

総　合　計 170億1446 165億9273 4億2173

３　年　度 166億5992 163億6088 2億9904

２　年　度 174億5282 171億7798 2億7484

元　年　度 157億4032 154億6719 2億7313

30　年　度 150億9392 148億2981 2億6411

29　年　度 150憶7024 147億4054 3億2969

年度区分 令和３年度 令和４年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 71億7781 70億5131 △1.8%

経 常 収 支 比 率 90.3％ 91.4％ 1.1P

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 ー ー ー

連結実質赤字比率 ー ー ー

実質公債費比率 14.1％ 13.2％ △0.9P

（単年度） 12.4％ 13.0％ 0.6P

将 来 負 担 比 率 80.6％ 79.7％ △0.9P

職 員 数 217人 216人 △1人

人 件 費 17億7339 18億 724 1.9%

人 件 費 比 率 13.1％ 13.0％ △0.1P

物 件 費 14億  131 15億1027 7.8％

普 通 建 設 事 業 費 12億3785 25億2209 103.7%

令和４年度会計別決算収支

邑南町の財布の中身は？
　財政指標等のようす

（単位：万円）

（単位：万円）

注）表の金額は万円単位で表示していますが実際の決算はすべて円単
位までとなっています。千円単位で四捨五入していますので合計が一
致しない場合があります。

決算審査令和４年度決算を認定

　

業
の
課
題
解
決
は

●
日
本
一
の
子
育
て
村
推
進

　

基
金
の
使
途

●
「
お
お
な
ん
き
ら
り
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
」
事
業
計
画
の
見

　

直
し
を

●
農
福
連
携
事
業
の
進
捗
状

　

況
●
「
食
の
学
校
」
の
今
後

●
観
光
入
り
込
み
客
数
の
内

　

訳
●
災
害
復
旧
事
業
費
の
全
額

　

繰
越
の
実
情

水道事業 収　入 支　出 差　引

収益的収入・支出 4億3912 4億 444 3468

資本的収入・支出 3憶4429 5億2096 △1億7667

令和４年度水道事業会計決算収支 （単位：万円）

　９月定例会を９月４日から１５日まで
の会期で開催し、令和４年度決算を認定
しました。決算認定以外の議案は「議案
のゆくえ」（８ページ）を参照ください。
　決算は、一般会計、特別会計ともすべ
て黒字となりました。また、水道事業会
計も、収益、費用共に減少しましたが、
２３６８万円の純利益を計上し、未処分
利益剰余金は４８３８万円となりました。
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基　　金　　名 ３年度末
現在高

決算年度中増減額 ４年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 5億  293 1億8652 0 6億8945

減 債 基 金 20億8969 1億1232 1億3719 20億6481

ま ち づ く り
推 進 基 金 1億2653 2 2940 9715

地 域 振 興 基 金 15億6488 0 0 15億6488

その他特定目的基金 8億9166 2億3875 2億8897 8億4144

合　　　　計 51億7568 5億3761 4億5556 52億5772

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保
険 事 業 基 金 1億1045 1271 1293 1億1023

生 活 排 水 処
理 事 業 基 金 3046 0 0 3046

下水道事業基金 3664 0 0 3664

電気通信事業基金 9769 2244 413 1億1600

合　　　　計 2億7524 3515 1706 2億9333

総　　合　　計 54億5091 5億7276 4億7262 55億5106

会　　計　　名 ３年度末現
在高

決算年度中増減額 　４年度末
　現在高発行額 償還額

一 般 会 計 132億9501 15億3625 14億4898 133億8228

特
別
会
計

直 営 診 療 所 １億9916 190 191 １億9914

下 水 道 事 業 46億8225 1億2860 4億8656 43億2429

電 気 通 信 事 業 1億7198 2億1640 3338 3億5500

合　　　　　計 183億4840 18億8315 19億7083 182億6072

邑南町の貯金は？　積立基金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす （単位：万円）

項　目 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

地方交付税 68億1612 66億9789 65億6664 62億3746 59億7932 58億7856 59億2266 62億5339 62億4152

国庫支出金 20億4907 13億9820     9億　747 7億7809 8億5716 8億3450 24億5458 15億2881 14億1899

県支出金 13億9159 11億4314       9億4022   8億8716 9億1649 10億2494 10億3522 10億6801 14億8934

国や県からの歳入財源の推移（一般会計） （単位：万円）

（単位：万円）

れ
も
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

決
算
指
標
は
、
標
準
財
政

規
模
の
動
き
で
悪
化
し
た
も

の
、
改
善
し
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
指
標
は
毎
年
の
財

政
運
営
の
目
安
と
な
り
ま

す
。
審
査
の
結
果
は
、
決
算

係
数
に
相
違
な
く
適
切
に
執

行
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ま
し

た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
依
存
財

源
が
８
割
を
占
め
る
本
町

は
、
厳
し
い
財
政
事
情
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
町
が
持
続

的
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
基
金
の
確
保
も
必
要
と

し
、
よ
り
適
切
な
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
方
公
営
企
業

法
」
を
適
用
し
て
い
る
水
道

事
業
会
計
は
、
今
年
度
も
前

年
度
並
み
の
当
期
純
利
益
を

計
上
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
が

営
業
損
失
を
吸
収
し
た
た
め

で
す
。
水
道
事
業
は
町
民
の

生
活
に
直
結
し
て
い
る
た

め
、
中
山
間
地
域
の
厳
し
い

条
件
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

が
、
コ
ス
ト
の
削
減
は
も
ち

ろ
ん
、
計
画
的
な
施
設
整
備

や
改
修
が
必
要
で
、
そ
の
た

め
に
も
専
門
的
業
務
に
対
応

で
き
る
人
材
の
確
保
、
育
成

が
望
ま
れ
ま
す
。

森脇義博　代表監査委員

町の持続的発展のために
適切な財政運営を

森脇代表監査委員の決算審査報告

　

令
和
４
年
度
は
「
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
追
及
」
を
予
算
編
成
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
依
然
と
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
ま
ら
ず
、
多
く
の
制
約
が

あ
る
中
で
の
事
業
展
開
で
し

た
。
普
通
会
計
の
決
算
規
模

は
大
型
建
設
事
業
が
動
き
出

し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
前
年

度
よ
り
若
干
大
き

く
な
っ
て
い
ま

す
。
決
算
状
況
に

お
い
て
、
普
通
会

計
、
特
別
会
計
の

実
質
収
支
は
い
ず
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道
の
駅
瑞
穂
建
築
工
事

再
度
の
入
札
も
中
止

い
こ
い
の
村
し
ま
ね

指
定
管
理
の
方
針
示
す

　

現
在
の
指
定
期
間
令
和

６
年
３
月
31
日
に
期
間
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

次
期
指
定
管
理
者
の
募

集
に
つ
い
て
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
指
定
管
理
期
間
は
５

年
間
と
し
、
公
募
を
考
え

て
い
ま
す
。

設計者が提示した完成模型
独特な屋根形状が特徴的

　

１
回
目
の
入
札
が
、
入

札
参
加
辞
退
届
の
提
出
に

よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
24
日
の
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
議

員
か
ら
全
体
の
工
期
、
事

業
費
へ
の
影
響
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
入
札
の
時

期
が
ず
れ
て
も
、
全
て
予

算
内
で
執
行
さ
れ
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
当
初
考
え
て

い
た
計
画
に
大
幅
な
ず
れ

は
な
い
、
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

９
月
５
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
設
計
図
書

の
変
更
に
つ
い
て
の
議
員

か
ら
の
問
い
に
、
設
計
変

更
を
せ
ず
入
札
参
加
者
資

格
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と

で
応
札
者
が
あ
る
と
判
断

し
た
、
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
２
回
目
の
入
札

公
告
後
、
閲
覧
に
来
た
業
者

は
あ
り
ま
し
た
が
、
申
込

者
は
な
く
、
２
回
目
の
入

札
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
の
全
員
協
議

会
に
お
い
て
、
今
後
は
設

計
の
見
直
し
が
想
定
さ
れ

る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

変
更
は
な
く
、
全
体
の
事

業
費
に
も
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
指
示
を
す
る
、
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
札
が
成
立
し
な
い
中
、

道
の
駅
の
名
称
選
考
が
進

ん
で
い
る
こ
と
に
も
疑
問

の
声
が
あ
り
、
議
会
と
し

て
も
今
後
の
動
向
に
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
料
収
入
が
見
込
め
、

最
低
限
の
管
理
経
費
が
確

保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る

た
め
、
指
定
管
理
料
は
支

払
わ
ず
、
条
例
で
定
め
る

部
分
の
収
入
の
５
％
の
納

付
金
を
課
し
ま
す
。

　

８
月
24
日
の
産
業
建
設

常
任
委
員
会
で
の
説
明
に

　

１
回
目
の
入
札
公
告
で
は
、
特
別
共
同
企
業
体
の
代

表
者
は
島
根
県
内
に
主
た
る
営
業
所
を
有
す
る
者
で
し

た
。
２
回
目
の
入
札
公
告
で
は
、
島
根
県
内
ま
た
は
広

島
県
内
に
従
た
る
営
業
所
を
有
す
る
者
を
加
え
公
告
し

ま
し
た
が
再
び
入
札
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｐ
電
話
が
な
く
な
る
？

　

今
年
の
７
〜
８
月
に
発
生

し
た
落
雷
に
よ
り
、Ｔ
Ａ（
Ⅰ

Ｐ
電
話
用
機
器
）
約
１
８
０

台
が
故
障
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
Ｔ
Ａ
在
庫
状
況
は

50
台
を
下
回
り
、
交
換
が
困

難
な
状
況
で
す
。
製
造
は
中

止
さ
れ
て
お
り
、
中
古
品
を

探
す
な
ど
の
対
応
は
し
て
い

ま
す
が
、
見
通
し
は
た
っ
て

い
ま
せ
ん
。
Ⅰ
Ｐ
電
話
を
使

用
し
な
い
ご
家
庭
か
ら
回
収

し
て
利
用
す
る
こ
と
や
、
新

た
な
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
ケ
ー
ブ
ル
プ
ラ
ス
電
話

等
を
検
討
中
で
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
全
戸
無
料

の
Ⅰ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
改

め
、
希
望
者
の
み
有
料
の
オ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
と
し
、

使
用
さ
れ
な
い
方
は
、
基
本

料
金
の
値
下
げ
な
ど
の
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
を
受
け
、
議
員

か
ら
は
、
Ⅰ
Ｐ
電
話
し
か
な

い
家
庭
は
今
後
ど
う
対
応
し

て
い
く
の
か
。
料
金
体
系
の

見
直
し
を
し
て
か
ら
、
町
民

に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
な
ど
の
意
見
が
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
ま
ず
は

今
の
在
庫
と
中
古
品
の
調
達

を
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え

と
、
料
金
体
制
の
見
直
し
に

は
時
間
が
必
要
と
い
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

対
し
、
議
員
か
ら
指
定
管

理
期
間
中
に
経
営
継
続
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
の
危

惧
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
９
月
５

日
の
全
員
協
議
会
で
、
指
定

管
理
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、

指
定
管
理
者
の
継
続
が
適

当
で
な
い
と
認
め
る
時
は
、

指
定
を
取
り
消
す
場
合
が

あ
る
旨
を
明
記
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
９
月
下
旬
か
ら
公
募

を
開
始
し
ま
す
。
説
明
会

を
実
施
後
、
11
月
中
旬
に

指
定
管
理
者
の
選
定
委
員

会
を
開
催
し
、
12
月
定
例

会
で
次
期
管
理
者
が
提
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

（税込み）
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補
助
金
決
定

観
光
産
業
高
付

加
価
値
化
事
業

本
年
６
月
議
会
で
、
上

下
水
道
委
員
会
か
ら
の
答

申
を
受
け
て
、
水
道
課
よ

り
内
容
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。（
本
紙
85
号
で
報
告
）

議
員
か
ら
は
、
値
上
げ
を

す
る
動
機
は
何
だ
っ
た
の

か
。
令
和
４
年
度
の
決
算

で
は
黒
字
な
の
に
、
な
ぜ

値
上
げ
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
今
後
、
算
定
期

間
中
で
も
値
上
げ
を
す
る

こ
と
が
あ
る
の
か
。
な
ど

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
４
月
よ
り
、

特
別
会
計
か
ら
地
方
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
ま
す
。

公
営
企
業
法
で
は
、
下
水

道
事
業
に
係
る
経
費
（
生

活
排
水
の
処
理
に
か
か
る

費
用
）
は
使
用
料
で
賄
う

こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
の
見
通
し
を

立
て
、
適
切
な
使
用
料
対

象
経
費
を
設
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
度
で
は
、

５
億
７
０
０
０
万
円
の
一

般
会
計
か
ら
の
＊ 1
繰
入
金

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内

　

地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光

地
観
光
産
業
の
再
生
・
高
付

加
価
値
化
事
業
が
８
月
８
日

付
で
国
か
ら
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

邑
南
町
観
光
・
リ
ハ
ッ

ク
協
議
会
を
事
業
主
体

と
し
、
宿
泊
観
光
施
設
の

改
修
等
で
11
件
、
実
証
実

験
と
面
的
Ｄ
Ｘ
化
が
そ
れ

ぞ
れ
１
件
ず
つ
の
13
件
、

１
億
４
２
１
４
万
１
５
０
０

円
（
税
込
み
）
の
総
事
業
費

で
す
。

　

国
、
県
の
補
助
額
と
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
額
を
除

い
た
町
か
ら
の
補
助
額
は

２
１
２
７
万
６
０
０
０
円

（
税
別
）
で
す
。

　

議
員
か
ら
の
意
見

●
事
業
者
に
宿
泊
関
係
が
多

下
水
道
使
用
料

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
邑
南
町
公
共
下
水
道
の
使
用

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

質
疑
等
で
議
論
が
あ
り
、
持
続
的
で
安
定
的
な
事
業
運

営
の
た
め
に
は
値
上
げ
は
必
要
と
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

邑
学
館
新
館
別
棟

（邑お
お
さ
き
か
ん

咲
館
）

　

邑
学
館
新
館
別
棟
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９

月
と
12
月
に
度
重
な
る
増
額

補
正
予
算
が
組
ま
れ
、
議
会

と
し
て
も
予
算
の
増
額
補
正

が
安
易
で
頻
繁
で
は
な
い
か

と
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
紆
余

曲
折
が
あ
り
ま
し
た
が
、
や

っ
と
９
月
末
日
に
完
成
し
、

10
月
29
日
に
竣
工
式
が
開
催

竣
工
式
を
開
催

料
金
値
上
げ
を
可
決

基本料 世帯員割

現行 改定 現行 改定

一般家庭 1650円 1870円 550円 605円

事業所 1650円 1870円 使用人員の料金を加算

使用料（１箇月あたり） （税込み）

＊ 1
繰
入
金

自
治
体
の
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
費

な
ど

＊ 2
基
準
内
繰
入
金

国
か
ら
の
財
源
措

置
が
行
わ
れ
る
の

で
、
一
般
会
計
に

よ
る
負
担
は
発
生

し
な
い
。

＊ 3
基
準
外
繰
入
金

国
に
よ
る
措
置
が

な
く
、
増
え
る
と

一
般
会
計
の
負
担

が
大
き
く
な
る
。

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

研
修
施
設
の
愛
称
選
定
が

行
わ
れ
、「
邑
咲
館
」
と
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
屋
も
２
人
部
屋
と
な
り

新
し
い
学
び
の
場
と
し
て
、

矢
上
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
快

適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
議
会
と
し
て
も
望
ん
で

い
ま
す
。

の
＊ 2
基
準
内
繰
入
金
額
は

４
億
８
０
０
０
万
円
で
す
。

こ
の
差
額
の
９
０
０
０
万

円
が
＊ 3
基
準
外
繰
入
金
で

使
用
料
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
大
幅
な
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
５
年
間

の
算
定
期
間
内
に
お
い
て

は
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、

町
民
の
生
活
を
考
慮
し
下

表
の
使
用
料
に
設
定
し
ま

し
た
。

　

値
上
げ
し
た
増
収
分
は

繰
り
出
し
の
一
部
を
補
填

す
る
た
め
の
財
源
と
な
り

ま
す
。

く
、空
き
家
を
有
効
活
用
し
、

多
く
の
人
に
町
に
来
て
も
ら

い
た
い
。

●
町
が
目
標
と
す
る
交
流
人

口
、
関
係
人
口
の
増
加
に
繋

が
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

●
補
助
金
が
使
わ
れ
た
事
業

で
あ
り
、
５
年
未
満
で
事
業

中
止
す
る
場
合
は
補
助
金
の

返
還
が
発
生
す
る
。
年
度
ご

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
必
要
が

あ
る
。

邑
咲
館
玄
関
と
野
球
部
生
徒
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賛
成大

屋
光
宏　

議
員

討
論

令
和
４
年
度

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

反
対日

高
八
重
美　

議
員

生
活
排
水
処
理
施
設

使
用
料
条
例

反
対日

高
八
重
美　

議
員

　

今
回
の
値
上
げ
は
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
の
公
営
企
業

会
計
導
入
に
よ
る
既
定
路
線

だ
。

　

下
水
道
事
業
は
快
適
な
暮

ら
し
に
欠
か
せ
ず
、
節
約
し

た
り
使
わ
な
い
と
い
う
選
択

肢
は
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の

影
響
で
厳
し
い
生
活
状
況
下

に
あ
る
弱
者
へ
の
配
慮
が
必

要
だ
。
よ
っ
て
、
こ
の
条
例

に
反
対
す
る

　

今
回
の
値
上
げ
は
、
料
金

の
算
定
で
使
用
者
が
負
担
す

べ
き
経
費
を
明
確
に
し
、
上

下
水
道
委
員
会
の
答
申
を
受

け
て
お
り
、
必
要
な
措
置
と

考
え
賛
成
す
る
。

　

値
上
げ
幅
も
、
算
定
上
は

40
％
の
値
上
げ
が
必
要
な
と

こ
ろ
を
10
％
に
抑
え
て
あ
り

評
価
す
る
。

　

値
上
げ
後
も
一
般
会
計
か

ら
の
法
定
外
繰
出
し
は
必
要

と
な
る
が
、
下
水
道
区
域
外

で
も
浄
化
槽
を
設
置
す
る
こ

と
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
、
不
公
平
感
は
生
じ

な
い
。

　

た
だ
し
、
物
価
上
昇
に
よ

り
生
活
費
の
負
担
感
が
増
す

中
で
の
値
上
げ
な
の
で
、
丁

寧
な
説
明
を
望
む
。

下
水
道
使
用
料
条
例

　

令
和
４
年
度
の
国
保
税
滞

納
額
は
２
４
２
４
万
円
余
で

あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

は
、
農
業
者
、
自
営
業
者
、

非
正
規
雇
用
の
方
が
多
い
。

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
影

響
で
国
保
税
を
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
人
も
い
る
。

　

そ
う
し
た
加
入
者
の
実
態

を
調
査
し
、
皆
が
払
え
る
国

保
税
へ
の
引
き
下
げ
を
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
考
え
、
こ
の

認
定
に
反
対
す
る
。

賛
成日

高
八
重
美　

議
員

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
税

率
変
更
を
伴
わ
な
い
消
費
税

の
増
税
で
あ
る
。
開
始
さ
れ

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
大
き
な

足
か
せ
と
な
る
。

　

よ
っ
て
制
度
の
実
施
延
期

を
求
め
る
陳
情
に
賛
成
す

る
。

日和農業集落排水処理施設

陳
情
・
請
願
と
意
見
書

採
択

総
務
教
民
常
任
委
員
会

　
平
野
委
員
長

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
請
願

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

令
和
４
年
６
月
議
会
か
ら

の
継
続
審
査
で
、
１
年
間
議

論
を
続
け
て
き
た
。
採
択
す

べ
き
と
い
う
意
見
と
、
福
祉

政
策
の
観
点
か
ら
加
齢
性
難

聴
者
に
限
定
し
た
審
査
で
は

不
十
分
と
の
意
見
も
あ
り
、

結
論
を
得
る
に
至
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

今
回
の
議
論
の
中
で
、
請

願
者
に
対
し
て
継
続
審
査
を

続
け
る
こ
と
を
委
員
会
の
あ

り
方
と
し
て
疑
問
視
す
る
意

見
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
請
願
の
願
意
そ
の
も

の
に
は
賛
成
で
あ
る
こ
と
の

確
認
と
、
請
願
内
容
以
外
の

福
祉
政
策
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
運
営
の
中
で
議

論
を
深
め
る
こ
と
を
確
認

し
、
採
択
と
し
た
。

　

現
在
、
国
の
補
聴
器
購
入

助
成
は
、
障
が
い
者
手
帳
を

持
つ
高
度
・
重
度
難
聴
者
が

対
象
で
あ
る
。
障
が
い
者
に

該
当
し
な
い
、
中
・
軽
度
難

聴
者
の
多
く
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
半
ば
諦
め
た

日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　

全
国
で
の
補
聴
器
普
及
率

は
13
・
５
％
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

先
進
国
の
30
〜
40
％
と
比
較

し
て
も
か
な
り
低
い
。
補
聴

器
の
普
及
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
補
聴
器
の
価
格

は
高
額
で
、
保
険
適
用
外
で

あ
り
、
低
所
得
高
齢
者
に
対

す
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

補
聴
器
が
普
及
す
る
こ
と

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
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当初予算の額 ６月補正後の額 ８月補正額 ９月補正額 ９月補正後の額

一 般 会 計 159億7100万円 161億 133万円 1953万円 4億5058万円 165億7144万円

国 民 健 康 保 険 13億2000万円 13億2535万円 1233万円 13億3769万円

直 営 診 療 所 1億3450万円 1億2694万円 58万円 1億2752万円

後期高齢者医療 3億7350万円 3億7350万円 265万円 3億7615万円

下 水 道 10億4000万円 10億4112万円 △1748万円 10億2364万円

電 気 通 信 5億6800万円 5億6800万円 596万円 5億7396万円

特 別 会 計 合 計 34億3600万円 34億3492万円 403万円 34億3895万円

総　合　計 194億 700万円 195億3625万円 1953万円 4億5466万円 200億1039万円

令和5年度９月補正

当初予算の額 9月補正額 9月補正後の額

収 益 的 収 支収 益 的 収 支
収  入 4億2563万円 － 4億2563万円

支　出 4億1591万円 437万円 4億2028万円

資 本 的 収 支
収  入 3億8346万円 759万円 3億9105万円

支　出 5億7692万円 1427万円 5億9118万円

令和５年度水道事業会計9月補正

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森

林
の
持
つ
多
様
な
機
能
を
十

全
に
果
た
す
た
め
、
森
林
の

整
備
等
に
必
要
な
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
山
間
部
の
市
町

村
で
は
森
林
所
有
者
へ
の
意

向
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

所
有
者
不
明
や
境
界
未
確
定

森
林
の
存
在
に
よ
り
想
定
外

の
コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
。

森
林
整
備
や
人
材
育
成
、
担

い
手
確
保
等
に
さ
ら
な
る
財

源
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は

以
下
の
事
項
に
つ
い
て
譲
与

基
準
の
見
直
し
を
講
ず
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

1
．
循
環
型
林
業
の
推
進
の

た
め
に
、
森
林
環
境
譲
与
税

は
森
林
整
備
を
真
に
必
要
と

す
る
森
林
の
多
い
山
間
部
の

市
町
村
へ
の
配
分
割
合
を
高

め
る
こ
と
。

２
．
私
有
林
人
工
林
面
積
と

さ
れ
て
い
る
算
定
基
準
に
、

私
有
林
天
然
林
面
積
を
含
め

る
こ
と
。

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。

採
択

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
瀧
田
委
員
長

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情

　

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
総

額
の
50
％
を
私
有
林
人
工
林

面
積
、
30
％
を
人
口
、
20
％

を
林
業
就
業
者
数
に
応
じ
て

配
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
森
林
面
積
が
少
な
く
て

も
人
口
の
多
い
大
都
市
へ
の

配
分
額
が
多
く
な
っ
て
い
る

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
基
準
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
瀧
田
委
員
長

森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
基
準
見
直
し
に
つ
い

て
の
陳
情

不
採
択

　

６
月
議
会
か
ら
の
継
続
審

査
で
あ
り
、
再
度
の
継
続
審

査
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
10

月
１
日
の
制
度
開
始
が
決
定

し
た
中
で
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
の
整
合
性
を
疑
問
視

す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

　

制
度
実
施
後
の
動
向
を
注

視
し
、
今
後
の
対
応
を
判
断

す
べ
き
と
し
て
、
不
採
択
と

し
た
。

に
よ
り
、
う
つ
病
や
認
知
症

の
予
防
、
健
康
寿
命
の
延

伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
に

お
い
て
は
、
加
齢
性
難
聴
者

の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公

的
助
成
制
度
を
創
設
さ
れ
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
に
使
わ

れ
ず
、
基
金
に
積
み
立
て
ら

れ
て
い
る
問
題
も
あ
る
。
現

在
の
配
分
基
準
で
は
、
森
林

整
備
を
促
進
す
る
財
源
と
な

ら
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
配
分

基
準
を
見
直
す
べ
き
と
し
て

採
択
と
し
た
。
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８ 月 臨 時 会  全 員 賛 成 に な ら な か っ た 議 案

区分 議案の内容 奈
須

鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

辰
田

結
果

補
正

予
算 令和５年度一般会計補正予算第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 欠 ○ 可

決

○=賛成、●=反対、ー =除斥、欠=欠席

９ 月 定 例 会  全 員 賛 成 に な ら な か っ た 議 案

区分 議案の内容 奈
須

鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

辰
田

結
果

決
算

認
定

令和４年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認

定

条
例

下水道使用料条例の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
決生活排水処理施設使用料条例の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

インボイス制度の実施延期を求める意見書を政府
に送付することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

不
採
択

８月臨時会

議案の  

ゆくえ

　
「
工
事
請
負
契
約
の
変
更

契
約
の
締
結
」
は
、
道
の
駅

瑞
穂
再
整
備
事
業
、
敷
地
造

成
工
事
の
変
更
契
約
で
す
。

　
「
財
産
の
取
得
」
は
、
石

見
中
学
校
の
カ
ー
テ
ン
の
購

入
で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第

３
号
」
は
、
令
和
５
年
６
月

災
害
の
災
害
復
旧
費
の
追
加

で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第

４
号
」
は
、
い
わ
み
温
泉
活

用
施
設
等
改
修
事
業
費
の
薪

ボ
イ
ラ
ー
設
置
事
業
費
の
追

加
で
す
。
本
紙
85
号
で
お
知

ら
せ
し
た
補
正
予
算
の
撤
回

９月定例会

議案の  

ゆくえ

　

決
算
認
定
以
外
の
主
な
議

案
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
人
事
案
件
」
は
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
し
て

町
長
が
意
見
を
求
め
る
も
の

で
、
す
べ
て
の
案
件
に
「
意

見
な
し
」
と
し
ま
し
た
。

　
「
財
産
の
取
得
」
は
、
石

見
中
学
校
の
家
具
の
購
入
で

す
。

　
「
情
報
通
信
施
設
条
例
の

一
部
改
正
」
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
通
信
速

度
の
速
い
サ
ー
ビ
ス
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

　
「
研
修
施
設
条
例
の
一
部

改
正
」
は
、
邑
学
館
新
館
別

棟
の
完
成
に
伴
う
も
の
で

す
。

　
「
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
令
和
６
年
度
か
ら
下
水

道
事
業
を
公
営
企
業
会
計
に

移
行
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　
「
下
水
道
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正
」
と
「
生
活
排
水

処
理
施
設
使
用
料
条
例
の
一

部
改
正
」
は
、
下
水
道
使
用

に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

７
月
28
日
の
産
業
建
設
常

任
委
員
会
、
８
月
２
日
の
全

員
協
議
会
で
、
い
わ
み
温
泉

活
用
施
設
を
含
め
た
「
香
木

の
森
公
園
」
全
体
の
収
支
見

込
み
を
含
ん
だ
運
営
計
画

と
、
い
わ
み
温
泉
活
用
施
設

の
省
エ
ネ
改
修
計
画
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
令
和
７
年
度

か
ら
の
「
香
木
の
森
公
園
」

全
体
の
指
定
管
理
に
応
募
が

な
か
っ
た
場
合
の
危
惧
や
、

指
定
管
理
料
と
納
付
金
の
考

え
方
な
ど
に
疑
義
を
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理
予

定
者
を
早
め
に
決
定
し
て
一

緒
に
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
答
え
ま

し
た
。

料
金
を
値
上
げ
す
る
も
の
で

す
。（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第

５
号
」
の
歳
入
の
主
な
も
の

は
、
地
方
交
付
税
、
国
県
支

出
金
、
繰
越
金
の
追
加
で

す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
の

追
加
、
観
光
庁
「
観
光
産
業

高
付
加
価
値
化
事
業
」
補
助

金
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど

で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第

６
号
」「
電
気
通
信
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
２
号
」

は
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
発
生
し
た
落
雷
被
害
の
復

旧
費
用
の
追
加
で
す
。

　

他
の
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
繰
越
金
の
繰
り
入
れ
に

伴
う
補
正
な
ど
で
す
。

　
「
請
願
・
陳
情
」
は
、
３

件
あ
り
ま
し
た
。
６
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

委
員
会
発
委
は
、
意
見
書

の
提
出
が
２
件
あ
り
ま
し

た
。

　
「
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
」

と
「
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲

与
基
準
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
」
で
す
。

　

６
〜
７
ペ
ー
ジ「
意
見
書
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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質問質問いっぱんいっぱん

順番 議員名 質問内容 ページ

１ 大屋　光宏
（1）コロナ禍の反省から （2）新たな農業施策の展開

10
（3）下水道使用料の値上げ

２ 鍵本　亜紀 （1）ぶどう神紅の産地化と有機農業 （2）Ａ級グルメと子育て村のその後 11

３ 日高　八重美
（1）子育て支援 （2）高齢者への支援

12
（3）安心して暮らすための要望

４ 宮田　博 （1）令和４年度行政活動評価 （2）内部統制とリスクマネジメント 13

５ 平野　一成
（1）Ａ級グルメと子育て村の事業成果 （2）ＬＧＢＴ理解増進法が男女共同参画に

14
　　与える影響

６ 辰田　直久
（1）道の駅改修に伴う今後の財政負担 （2）指定管理や業務委託のあり方

15
（3）スポーツ振興の必要性 （4）公用車の稼働状況と安全運転対策

７ 野田　佳文
（1）インバウンド （2）再整備後の道の駅瑞穂の情報発信

16
（3）久喜銀山遺跡 （4）生活交通の提案

８ 中村　昌史 （1）「地域コミュニティのあり方検討委員会」の報告と町の方針 17

質問者と質問内容

　

今
定
例
会
で
は
８
人
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。私
も
、

議
員
３
年
目
に
な
り
、
何
度

も
一
般
質
問
し
て
き
ま
し

た
。
何
度
し
て
も
緊
張
か
ら

手
が
震
え
、
答
弁
に
対
し
、

予
想
し
用
意
し
て
い
た
再
質

問
や
資
料
な
ど
が
う
ま
く
使

え
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て

き
ま
し
た
▼
堂
々
と
質
問
さ

れ
て
い
る
先
輩
議
員
に
、「
緊

張
さ
れ
な
い
ん
で
す
か
？
」

と
質
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
先
輩
は
、
私
も
何
年
た

っ
て
も
緊
張
し
て
手
が
震
え

そ
う
に
な
る
よ
と
、
笑
顔
で

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
話
を
聞
き
、議
員
全
員
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
や
意
見
を

背
負
っ
て
、
登
壇
さ
れ
て
い

る
ん
だ
な
と
感
じ
、
ほ
ん
の

少
し
で
す
が
、
気
持
ち
に
余

裕
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
▼
今
後
も
、
し
っ

か
り
質
問
し
て
い
け
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　

奈
須
正
宜　

記

ガ
ッ
テ
ン
‼

一
般
質
問

一般質問とは・・・議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求
めるもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。
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そ
の
う
え
で
、若
い
農
業

者
の
声
を
邑
南
町
の
農
政
に

反
映
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
、あ
る
い
は
意
見
を
十
分

に
汲
み
取
る
仕
組
み
づ
く
り

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

大
屋
議
員

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
下
水

道
使
用
料
を
10
％
値
上
げ
す

る
理
由
は

町長

沖
野
水
道
課
長

　

町
が
行
う
下
水
道
事
業

は
、家
庭
等
か
ら
で
る
生
活

排
水
の
処
理
に
か
か
る
経
費

は
使
用
料
で
賄
う
の
が
原
則

で
あ
る
が
、邑
南
町
は
地
形

等
か
ら
建
設
コ
ス
ト
が
割
高

に
な
る
こ
と
か
ら
、総
務
省

か
ら
公
費
で
一
定
額
を
負
担

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　

現
況
は
、人
口
減
少
と
合

で
後
継
者
が
い
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、邑
南
町
の
現

状
は
ま
っ
た
く
ち
が
う
。従

来
は
20
歳
代
の
農
業
者
は
皆

無
だ
っ
た
が
、現
在
は
10
名

も
お
ら
れ
る
。す
ご
い
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
施
策

は
、若
い
世
代
の
農
業
者
の

声
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

が
大
事
と
考
え
る
。し
か
し

な
が
ら
、こ
の
地
域
に
は
農

業
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
や
、偏
見
・
差
別
・

職
業
蔑
視
が
存
在
す
る
。ま

ず
は
、こ
れ
ら
を
改
め
な
け

れ
ば
若
い
世
代
の
貴
重
な
意

見
が
生
か
さ
れ
な
い
と
思

う
。町
長
の
見
解
は
。

石
橋
町
長

　

Ａ
級
グ
ル
メ
の
施
策
を
や

め
る
と
い
う
記
者
会
見
を
し

た
と
き
、農
業
者
に
対
す
る

尊
敬
が
な
け
れ
ば
、す
べ
て

の
農
業
施
策
は
う
ま
く
い
か

な
い
と
い
う
反
省
を
し
た
。

　

農
業
は
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
、工
夫
が
で
き
て
、達
成
感

が
持
て
る
職
業
で
あ
る
と

常
々
思
っ
て
い
る
。行
政
は
、

若
い
農
業
者
が
創
意
工
夫
を

し
て
農
業
を
し
て
い
る
の
を

学
ぶ
と
い
う
姿
勢
が
大
事
で

あ
る
。

学ぶ姿勢で仕組みをつくる

大
屋
光
宏
議
員

　

矢
上
高
校
産
業
技
術
科
か

ら
島
根
県
立
農
林
大
学
校
へ

の
進
学
の
増
加
、地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
た

農
業
研
修
制
度
の
充
実
及
び

農
林
業
後
継
者
育
成
奨
学
金

制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
り
、

邑
南
町
の
新
規
就
農
者
は
増

え
て
い
る
。

　

特
に
従
来
は
皆
無
だ
っ
た

20
歳
代
の
若
い
農
業
者
が
増

え
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が

実
態
は
ど
う
な
の
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

本
年
４
月
１
日
現
在
で
、

20
歳
代
の
農
業
者
は
10
名
、

30
歳
代
の
農
業
者
は
６
名
で

あ
る
。30
歳
代
の
う
ち
１
名

は
す
で
に
就
農
後
10
年
を
経

過
し
て
い
る
。

大
屋
議
員

　

一
般
に
農
業
は
た
い
へ
ん

収穫作業をするアグサポ隊

答
申
内
容
と
今
後
の
設
備
更

新
に
か
か
る
費
用
、他
自
治

体
と
の
比
較
、人
口
動
態
お

よ
び
社
会
情
勢
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
て
、約
10
％
の

値
上
げ
を
決
め
た
。

　

そ
の
他
に
大
屋
議
員
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
反
省
か
ら
災
害

対
策
の
た
め
の
財
源
の
確
保

と
県
内
か
ら
の
観
光
客
の
誘

致
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

大
お お や

屋光
み つ ひ ろ

宏 議員若い農業者の声をどう生かすか

答

長
年

　

改
定
し
て
い
な
い

問

下
水
道
使
用
料

　

値
上
げ
の
理
由
は

そ
の
他
の
質
問

併
以
来
使
用
料

改
定
を
し
て
い

な
い
た
め
、総

務
省
か
ら
公
費

で
負
担
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
額
以
上

の
公
費
負
担
を

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、

令
和
６
年
４
月

か
ら
下
水
道
事

業
が
公
営
企
業

会
計
を
適
用
す

る
に
あ
た
り
、

上
下
水
道
委
員

会
に
料
金
改
定

を
諮
問
し
た
。

いっぱん質問
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鍵
本
亜
紀
議
員

　

神
紅
栽
培
は
薬
剤
を
一
定

量
使
う
よ
う
指
導
さ
れ
る
。

有
機
で
作
れ
る
ぶ
ど
う
で
は

な
い
。
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
た

め
の
土
地
の
造
成
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。
邑
南
町
は

有
機
栽
培
を
推
奨
し
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
も

し
て
い
る
が
、
神
紅
の
産
地

化
を
め
ざ
す
こ
と
と
の
整
合

性
は
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

神
紅
の
産
地
化
、
有
機
農

業
推
進
、
多
種
多
様
な
農
業

に
対
応
す
る
意
味
で
、
ど
ち

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
重
要
だ
。

鍵
本
議
員

　

神
紅
は
都
会
に
向
け
て
高

値
で
売
る
も
の
だ
と
思
う

が
、
Ａ
級
グ
ル
メ
を
や
め
て

今
は
地
産
地
消
と
し
た
。
わ

ざ
わ
ざ
Ａ
級
グ
ル
メ
の
文
言

を
取
り
下
げ
な
け
れ
ば
、
神

紅
の
Ｐ
Ｒ
に
う
っ
て
つ
け
だ

っ
た
の
に
残
念
だ
。
町
が
何

が
し
た
い
の
か
見
え
て
こ
な

い
。

　

Ａ
級
グ
ル
メ
の
文
言
を
使

わ
な
い
事
は
も
っ
た
い
な

い
。「
Ａ
級
や
め
ま
す
。
永

久
は
じ
め
ま
す
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
、
新
し
い
道

の
駅
で
も
使
っ
て
売
り
込
ん

で
い
け
ば
い
い
と
思
う
が
ど

う
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

色
々
な
意
見
を
聞
い
て
、

今
後
の
参
考
に
し
て
い
く
。

鍵
本
議
員

　

子
ど
も
条
例
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

子
育
て
の
取
り
組
み
を
す

る
後
ろ
盾
と
し
て
の
条
例
な

の
で
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て

支
援
を
し
て
い
く
か
で
、
町

民
に
示
し
て
い
く
。

鍵
本
議
員

　

保
護
者
や
事
業
者
に
む
け

て
の
項
目
が
書
か
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
該
当
者
に
は
知

ら
せ
る
べ
き
だ
。
そ
こ
か
ら

の
展
開
も
期
待
で
き
る
。　

　

子
育
て
日
本
一
の
魅
力
も

色
褪
せ
て
、
子
育
て
人
口
も

増
え
な
い
。
町
長
の
公
約
通

り
地
域
の
小
中
学
校
を
存
続

さ
せ
た
い
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
子
ど
も
も
減
る
、
教
員

も
足
り
な
い
。
学
校
の
運
営

も
厳
し
い
。
将
来
的
に
、
小

中
学
校
は
統
廃
合
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
も
っ
と
悪
あ

が
き
で
も
、
子
ど
も
を
増
や

す
努
力
を
し
て
欲
し
い
。

　

五
感
を
使
っ
て
の
体
験
か

年
で
終
わ
っ
た
。
今
後
の
参

考
に
し
た
い
。

鍵
本
議
員

　

Ａ
級
グ
ル
メ
も
子
育
て
日

本
一
も
、
効
果
検
証
を
し
て

町
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

大
事
だ
が
、
町
民
に
説
明
し

て
い
る
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

広
報
や
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
行
政
連
絡
員
会
議
で
も

説
明
し
た
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

中
山
間
地
研
究
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
効
果
検
証
し

た
。
日
本
一
の
子
育
て
村
構

想
の
振
り
返
り
を
広
報
に
掲

載
し
て
い
る
。

鍵
本
議
員

　

そ
れ
な
の
に
町
民
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。
町
政
は
町
民
の
た
め
に

あ
る
の
だ
か
ら
、
何
を
や
っ

て
い
る
の
か
明
確
に
示
し
、

わ
か
り
や
す
く
見
え
る
化
し

て
い
く
べ
き
だ
。

課長 それぞれ重要だ

ぶどう神紅のリースハウス用地の造成が進む

ぶどう神紅の産地化と
　　有機農業推進の整合性は

鍵
か ぎ も と

本亜
あ き

紀 議員

問

効
果
検
証
の

　
　
　

説
明
は

答

説
明
し
て
い
る

ら
く
る
感
動
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
必
要
だ
。
町
内

の
助
産
師
さ
ん
が
北
広
島

町
な
ど
に
呼
ば
れ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
や

命
の
授
業
を
さ
れ
て
い

る
。
邑
南
町
で
も
や
っ
て

欲
し
い
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

子
育
て
村
を
始
め
た
当

時
、
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
と

い
う
こ
と
を
小
学
５
年
生

を
対
象
に
や
っ
て
い
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
命
の
尊
さ
な
ど
を
育

む
と
言
わ
れ
高
く
評
価
さ

れ
た
が
、
来
て
も
ら
う
母

子
と
の
調
整
が
難
し
く
２

いっぱん質問
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議
論
を
す
る
場
が
必
要
」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
そ
の
思

い
は
今
も
変
わ
ら
な
い
か
。

石
橋
町
長

　

学
校
給
食
費
の
問
題
は
、

最
初
か
ら
ふ
た
を
閉
じ
る
と

い
う
こ
と
は
よ
く
な
い
。
財

源
も
含
め
て
議
論
を
し
て
い

き
た
い
。

日
高
議
員

　

町
内
の
小
中
学
校
の
特
別

教
室
の
約
半
数
に
空
調
設
備

が
整
っ
て
い
な
い
。
理
科
室

や
家
庭
科
室
、
図
工
室
な
ど

で
あ
る
。
今
後
、
空
調
設
備

の
設
置
の
計
画
は
あ
る
の

か
。

植
田
学
び
の
ま
ち
総
務
課
長

　

平
成
30
年
度
に
国
の
交
付

金
を
活
用
し
設
置
を
す
す

め
、
現
在
は
普
通
教
室
及

び
特
別
支
援
学
級
教
室
は

１
０
０
％
の
設
置
に
な
っ
て

い
る
。
学
校
と
協
議
し
な
が

ら
、
特
別
教
室
へ
の
設
置
を

検
討
し
て
い
く
。

日
高
議
員

　

加
齢
性
難
聴
者
を
対
象
に

補
聴
器
の
購
入
助
成
を
求
め

て
い
る
中
で
、
聞
こ
え
の
実

課長

態
調
査
を
行
う
こ
と
を
提
起

さ
れ
た
。
実
施
状
況
は
ど
う

か
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

保
健
課
に
お
い
て
、
後
期

高
齢
者
の
健
診
対
象
者
に
聞

こ
え
に
関
す
る
質
問
票
を
送

付
し
集
約
し
て
い
る
。今
後
、

島
根
大
学
な
ど
専
門
的
な
立

場
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
実
態
の
把
握
や
分
析
を

進
め
て
い
く
予
定
だ
。

日
高
議
員

　

全
国
的
に
も
、
介
護
士
や

看
護
師
の
不
足
や
高
齢
化
で

水
準
を
高
く
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
で
子
育
て
を
実
現

す
る
施
策
に
取
り
組
む
べ
き

と
の
本
部
会
議
の
意
見
を
尊

重
し
た
。
現
在
は
、
構
想
の

理
念
は
子
ど
も
条
例
に
引
き

継
が
れ
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
す
る
た
め
に

検
討
を
始
め
て
い
る
。

坂
本
保
健
課
長

　

県
内
の
８
町
村
が
18
歳
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
検
討
す
べ
き
課
題
と

し
て
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
の
子
育
て
支
援
を
、

庁
内
で
検
討
す
る
子
育
て
村

ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
で
子
ど
も

条
例
を
中
心
と
し
て
関
係
課

と
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
の
実
施
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
る
。

石
橋
町
長

　

課
長
の
答
弁
に
は
、
そ
の

裏
付
け
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言

だ
。

日
高
議
員

　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
、

ど
の
子
に
も
平
等
に
支
援
で

き
る
子
育
て
支
援
策
で
あ

る
。

　

昨
年
12
月
の
質
問
で
は
、

「
学
校
給
食
の
あ
り
方
に
は

来年度実施に向けて検討中

日
高
八
重
美
議
員

子
ど
も
の
医
療
費
は
、
当

時
の
子
育
て
村
推
進
本
部
会

議
に
お
い
て
、「
保
護
者
へ

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
策
は

十
分
で
あ
る
」
と
の
こ
と
か

ら
、
中
学
生
ま
で
の
無
料
化

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
十

分
で
あ
る
」
と
の
根
拠
は
な

に
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

子
育
て
村
構
想
を
始
め
た

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

保
育
料
第
２
子
以
降
完
全
無

料
や
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
な
ど
は
、
子
育

て
世
代
に
対
す
る
経
済
的
な

施
策
と
し
て
始
め
た
。
山
陰

両
県
で
は
初
の
取
組
み
で
あ

り
、
本
町
の
子
育
て
支
援
施

策
を
参
考
に
す
る
自
治
体
も

多
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
経
済
的
支
援
の

特別教室にもエアコンを

介
護
事
業
所
の
運
営
が
厳
し

い
状
況
が
あ
る
。
町
は
今
後

の
対
応
策
な
ど
検
討
し
て
い

る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

石
橋
町
長

　

全
国
的
に
は
閉
鎖
す
る
事

業
所
も
あ
り
、
大
変
な
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
場
で
問
題
提
起
し
議
論

し
て
い
く
。

そ
の
他
に
日
高
議
員
は
、

消
え
か
か
っ
た
道
路
の
白
線

の
整
備
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、
町
営
墓
地
の
設
置
を
求

め
ま
し
た
。

１８歳までの医療費無料化を
日　本
共産党 日

ひ だ か

高八
や え み

重美 議員

答

質
問
表
を

　
　
　

集
約
中

問

聞
こ
え
の

　

実
態
調
査
は

そ
の
他
の
質
問

いっぱん質問
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昨
年
の
９
月
議
会
で
自
主
的

に
取
り
組
む
と
し
て
、「
邑

南
町
内
部
統
制
基
本
方
針

（
案
）」
を
示
し
た
が
、
そ
の

後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。　

大
賀
総
務
課
長

　

昨
年
度
は
、
管
理
職
を
含

む
研
修
会
を
複
数
回
実
施
し

た
ほ
か
、
リ
ス
ク
の
洗
い
出

し
と
、
そ
の
対
策
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、

事
務
ミ
ス
防
止
、
業
務
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
。

宮
田
議
員

　

内
部
統
制
と
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
体
制
構
築
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
の
取
組
み
も

最
高
責
任
者
は
町
長
で
あ

り
、
所
見
を
求
め
る
。

石
橋
町
長

　

重
要
な
問
題
と
捉
え
て
、

着
実
に
進
め
て
い
る
。

　

職
員
の
意
識
改
革
、
業
務

遂
行
能
力
向
上
に
向
け
、町
・

庁
内
を
挙
げ
て
実
践
す
る
問

題
と
認
識
し
て
い
る
。

宮
田
博
議
員

　

邑
南
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
戦
略
２
０
２
０
の

効
果
検
証
項
目
に
あ
る
、
邑

南
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
関

係
で
は
、「
攻
め
の
A
級
グ

ル
メ
構
想
、
守
り
の
日
本
一

の
子
育
て
村
構
想
」
の
取
り

組
み
が
、
人
口
減
少
を
緩
和

し
た
と
評
価
し
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
は
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
し
た
の
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長　

　

総
合
戦
略
に
関
連
す
る
事

業
に
、
地
域
み
ら
い
課
を
始

め
、
各
課
で
基
本
目
標
、
Ｋ

Ｐ
Ⅰ
達
成
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
で
取
り
組
ん
だ
。

　

特
に
、
人
口
減
少
対
策
に

関
連
す
る
事
業
と
し
て
、
定

住
支
援
、
子
育
て
支
援
、
住

宅
確
保
対
策
、
教
育
の
充
実

な
ど
で
、
邑
南
町
子
ど
も
条

例
も
制
定
し
た
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

A
級
グ
ル
メ
構
想
の
４
年

度
の
取
り
組
み
は
、
食
の
学

校
に
よ
る
講
座
、
耕
す
シ
ェ

フ
に
よ
る
人
材
育
成
な
ど
の

事
業
を
農
業
や
林
業
振
興
、

企
業
支
援
事
業
と
連
携
し
て

進
め
た
。

宮
田
議
員

　

効
果
検
証
等
で
は
、「
A

級
グ
ル
メ
構
想
の
取
り
組
み

は
、
邑
南
町
に
飲
食
店
の
増

加
や
、
町
の
認
知
度
向
上
等

の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。」

と
評
価
し
て
い
る
が
、
５
年

度
に
入
り
、
A
級
グ
ル
メ
構

想
を
な
ぜ
廃
止
し
た
の
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

A
級
グ
ル
メ
構
想
の
評
価

は
高
ま
っ
た
が
、
農
業
分
野

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
限
定
的

で
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
が
み
え
に
く
く
、
町
民
の

皆
さ
ん
へ
の
理
解
が
進
ま
な

か
っ
た
。

　

５
年
度
よ
り
、
食
の
視
点

を
保
ち
な
が
ら
、地
産
地
消
、

食
育
等
次
の
段
階
に
進
む
こ

と
と
し
た
。

宮
田
議
員

　

効
果
検
証
等
で
現
在
進
め

て
い
る
「
地
産
地
消
」
の
取

り
組
み
の
重
点
化
が
、
A
級

グ
ル
メ
の
根
本
・
基
本
で
も

あ
る
と
し
て
い
る
が
、
A
級

グ
ル
メ
構
想
を
何
故
唐
突
に

廃
止
し
た
の
か
。

石
橋
町
長

　

こ
れ
ま
で
は
食
の
担
い
手

に
ウ
エ
イ
ト
を
か
け
て
い
た

が
、
邑
南
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
振
興
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

A
級
グ
ル
メ
構
想
は
止
め

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

反
省
の
上
で
原
点
に
立
ち
返

っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
食

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は

変
わ
り
な
い
。

宮
田
議
員

　

人
口
減
少
を
危
惧
し
て
策

定
し
た
「
邑
南
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
か
。

上
田
建
設
課
長

　

管
理
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
を
定
め
て
お
り
、
維
持

管
理
、
点
検
、
長
寿
命
化
に

つ
い
て
実
施
し
た
。

宮
田
議
員

　

内
部
統
制
に
つ
い
て
は
、

本
町
は
自
治
法
で
義
務
化
さ

れ
る
自
治
体
で
は
な
い
が
、

基本目標 ・ ＫＰＩ達成に取り組んだ課長

「まち・ ひと・ しごと総合戦略」
　　　　　　４年度の取組みは

宮
み や た

田　博
ひろし

 議員

答

リ
ス
ク
軽
減
を

　
　
　

め
ざ
す

問

内
部
統
制
の

　
　

取
組
み
は

いっぱん質問
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町長

政
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
役

割
が
問
わ
れ
て
い
る
。

平
野
議
員

　

今
後
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
の
「
地
産
地
消
」
の
強
化

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
の
成
果
は

も
と
よ
り
、
反
省
・
課
題
か

ら
の
気
づ
き
を
活
か
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し

て
、
参
加
・
協
力
を
求
め
な

が
ら
事
業
を
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

日
本
一
の
子
育
て
村
を
め

ざ
し
て
に
つ
い
て
は
、
構
想

の
中
で
、
18
歳
未
満
の
人
口

を
１
８
０
０
人
と
す
る
目
標

と
し
て
は
未
達
成
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
減
少
の
速
度

が
若
干
低
下
し
、
将
来
人
口

推
計
が
構
想
前
よ
り
若
干
改

善
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

事
業
成
果
と
し
て
、
町
内

中
学
３
年
生
の
生
徒
数
が
来

年
度
の
矢
上
高
校
の
入
学
定

員
増
に
つ
な
が
っ
た
面
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
新
た
な

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
子
ど
も

の
育
ち
と
い
う
視
点
に
立
っ

た
子
ど
も
条
例
に
つ
な
げ
て

い
る
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
共
有
で
き
る
よ
う
施
策
を

進
め
て
行
く
。

　
平
野
議
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め

ざ
す
施
策
の
現
状
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
問
う
。

秋
田
町
民
課
長

　

男
女
の
役
割
分
担
意
識

は
、
令
和
３
年
度
の
町
民
意

識
調
査
で
は
、
社
会
情
勢
の

影
響
も
あ
ろ
う
が
、
少
し
づ

つ
変
化
し
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
家
事
、
育
児
、
介
護

で
は
、
女
性
が
担
う
割
合
が

多
く
、
変
化
し
て
い
な
い
。

社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き
た

り
に
依
然
根
強
い
も
の
が
あ

る
。

　

ま
だ
ま
だ
意
識
改
革
に
向

け
て
施
策
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

問

男
女
共
同
参
画

　

ど
う
進
め
る
か

答

更
な
る

意
識
改
革
を

農業の重要さに思いが至った

平
野
議
員

　

本
年
６
月
に
成
立
し
た
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
は
男
女

共
同
参
画
の
施
策
に
影
響
は

な
い
か
。

秋
田
町
民
課
長

　

男
性
・
女
性
と
い
う
視
点

で
進
め
て
き
た
経
過
か
ら
す

る
と
、
混
乱
や
戸
惑
い
の
部

分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
性
の
多
様
性
を
理

解
し
尊
重
す
る
と
い
う
、
誰

も
が
平
等
で
あ
る
社
会
の
実

現
と
い
う
意
味
で
は
め
ざ
す

と
こ
ろ
は
同
じ
と
考
え
る
。

平
野
議
員

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法

が
、
子
ど
も
達
の
学
習
に
与

え
る
影
響
は
な
い
か
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

考
え
方
や
取
組
み
な
ど
は

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
既
に
性
同
一
性
障

害
へ
の
対
応
な
ど
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
理
解
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
自
分

ら
し
さ
、
そ
の
人
ら
し
さ
を

大
切
に
す
る
学
校
づ
く
り
へ

の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
、
そ
れ
を
中
心
に
人
権
同

和
教
育
を
進
め
て
い
る
。

邑南町男女共同参画サポーターさんとの協議

平
野
一
成
議
員

　

Ａ
級
グ
ル
メ
と
日
本
一
の

子
育
て
村
を
め
ざ
し
て
の
町

の
事
業
総
括
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

定
住
、
起
業
・
創
業
、
観

光
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
過
疎
脱

却
と
い
う
面
で
は
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。

　

半
面
、
町
の
産
業
基
盤
と

し
て
の
農
業
の
課
題
解
決
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

は
、
地
産
地
消
を
進
め
る
う

え
で
、
我
々
の
命
を
繋
い
で

い
た
だ
い
て
い
る
農
業
生
産

者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
気

持
ち
を
共
有
す
る
事
が
大
事

で
あ
る
と
い
う
思
い
に
至
っ

た
。
来
年
度
し
っ
か
り
予
算

立
て
を
し
て
食
育
を
通
し

て
、
本
当
の
意
味
で
の
食
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
行

平
ひ ら の

野一
い っ せ い

成 議員Ａ級グルメ構想の総括は

いっぱん質問
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も
あ
る
。

辰
田
議
員 

　

ど
ち
ら
の
委
託
方
法
に
お

い
て
も
複
数
年
契
約
や
多
額

の
予
算
が
必
要
な
事
業
も
あ

り
、
公
募
制
度
や
地
域
地
区

の
考
慮
な
ど
公
平
性
と
効
率

性
の
あ
る
委
託
は
重
要
で
あ

る
。
随
意
契
約
に
つ
い
て
も

慎
重
に
行
な
い
、
多
く
の
事

業
者
に
参
加
と
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、
商
工
業
者
等

の
新
規
参
入
を
促
す
よ
う
な

対
応
を
望
む
。

　

ま
た
、
委
託
先
と
し
て
ふ

さ
わ
し
く
な
い
事
案
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
は
厳
格
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

日
高
副
町
長

　

業
務
委
託
は
契
約
書
で
取

り
消
し
等
の
規
程
に
触
れ
て

お
り
、
指
定
管
理
は
条
例
で

辰
田
直
久
議
員

　

道
の
駅
事
業
の
現
時
点
で

の
建
設
か
ら
運
営
体
制
ま
で

の
進
捗
状
況
は
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

ハ
ー
ド
整
備
は
隣
接
の
道

路
工
事
、
敷
地
造
成
は
順
調

に
進
み
、
令
和
６
年
度
に
か

け
て
本
体
、家
具
備
品
整
備
、

外
構
な
ど
の
工
事
を
実
施
す

る
予
定
だ
が
、
入
札
に
よ
る

事
業
者
の
選
定
が
遅
れ
て
い

る
。
ソ
フ
ト
事
業
は
集
出
荷

実
証
実
験
等
を
行
な
い
維
持

管
理
費
を
含
め
て
、
島
根
県

と
も
協
議
を
深
め
、
運
営
計

画
の
確
立
を
図
る
。

辰
田
議
員

　

事
業
計
画
を
示
し
た
当
初

の
目
的
等
を
果
た
し
な
が
ら

進
め
ら
れ
て
い
る
か
不
確
実

な
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
度
重
な
る
予
算
や
計
画
の

変
更
が
あ
る
の
で
、
改
築
後

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
跡

地
計
画
、
指
定
管
理
者
と
の

負
担
割
合
な
ど
、
町
民
に
関

係
し
て
く
る
財
政
負
担
の
額

を
早
急
に
示
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

島
根
県
と
町
の
施
設
管
理

の
関
係
に
加
え
、
町
と
指
定

管
理
者
の
委
託
料
な
ど
の
協

議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

と
も
に
、
収
支
の
概
算
算
定

か
ら
維
持
管
理
な
ど
を
整
理

し
指
定
管
理
料
や
納
付
金
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
現
存
の
道
の
駅
の
敷
地

は
、
令
和
８
年
３
月
末
ま
で

借
地
契
約
が
あ
り
、
建
物
は

利
用
し
な
い
が
土
地
は
所
有

者
と
協
議
す
る
。

辰
田
議
員

　

具
体
的
な
額
や
事
業
計
画

を
示
さ
ず
建
設
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
行
政
と
し
て
無
責

任
で
は
な
い
か
。

日
高
副
町
長

　

当
然
、
町
と
し
て
の
財
政

負
担
も
発
生
し
て
く
る
の

で
、
運
営
に
お
け
る
管
理
費

用
や
既
存
施
設
の
跡
地
計
画

を
含
め
て
早
い
段
階
に
示
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

辰
田
議
員

　

指
定
管
理
制
度
や
業
務
委

託
の
意
味
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
お
け
る
委
託
先

の
選
定
基
準
は
。

日
高
副
町
長

　

指
定
管
理
は
地
方
自
治
法

及
び
邑
南
町
の
指
定
の
手
続

き
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
い

て
行
な
い
、
指
定
は
公
募
、

非
公
募
問
わ
ず
申
請
者
の
事

業
計
画
書
、
収
支
予
算
書
な

ど
の
書
類
提
出
を
い
た
だ

き
、
内
容
、
申
請
者
の
能
力
、

収
支
計
画
書
等
を
総
合
的
に

審
査
し
、
候
補
者
に
適
切
と

判
断
し
た
場
合
に
議
会
へ
提

案
し
て
い
る
。

　

業
務
委
託
は
随
意
契
約
が

可
能
で
あ
り
、
指
名
願
い
な

ど
を
通
じ
て
入
札
や
見
積
り

に
よ
り
予
算
内
で
の
選
定
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
金
額
で

は
判
断
で
き
な
い
業
務
に
つ

い
て
は
事
業
提
案
に
よ
る
能

力
を
判
断
し
選
定
す
る
場
合

取
り
消
し
要
件
等
を
定
め
て

い
る
。

　

辰
田
議
員
は
こ
の
他
に
、

近
隣
自
治
体
を
含
め
町
内
の

児
童
、
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
活
躍
が
多
く
見
ら
れ

る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

地
域
交
流
の
自
粛
ム
ー
ド
の

中
で
、こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
町
の
活
性
化
を
図
る
べ
き

だ
と
提
案
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
公
用
車
に

「
邑
南
町
」
の
表
示
を
行
い
、

交
通
安
全
に
繋
が
る
マ
ナ
ー

や
、
事
業
効
率
の
向
上
に
対

応
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

質
問
し
た
。

早急に示したい副町長

道の駅瑞穂
　改築後の財政負担を明確に

辰
た つ た

田直
な お ひ さ

久 議員

問

指
定
管
理
や
業
務

委
託
の
公
平
性
を

答

規
程
に
沿
っ
た

対
応
を
行
な
う

指定管理者制度 業務委託

法的性格
施設の管理を委

託

契約に基づいて

業務を委託する

受注者
適任だと思われ

る法人等

特になし（資格

がいる場合があ

る）
受注者の

決定

議会の議決が必

要

入札または随意

契約

事業運営

の独自性

管理基準や業務

の範囲などは条

例で定める

業務は仕様書や

契約書で限定

具体例

いこいの村しま

ね、香木の森、

三江線鉄道公園

元気館トレー

ニングルーム、

ケーブルテレビ

指定管理者制度と業務委託の違い

そ
の
他
の
質
問

いっぱん質問
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課長

タクシー助成に更なる補助を

野
田
議
員

　

お
お
な
ん
バ
ス
の
実
証
実

験
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
霧

の
湯
再
開
後
、
田
所
〜
邑
南

町
役
場
〜
霧
の
湯
の
平
日
３

便
を
提
案
す
る
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、

10
月
か
ら
瑞
穂
矢
上
線
と
し

て
、
ほ
ぼ
同
じ
路
線
を
１
日

１
便
増
便
を
し
て
、
平
日
の

３
往
復
運
行
す
る
。

　

役
場
か
ら
霧
の
湯
ま
で
延

ば
す
の
で
は
な
く
、
役
場
で

瑞
穂
イ
ン
タ
ー
線
に
乗
り
換

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

霧
の
湯
再
開
後
、
多
く
の

町
民
の
利
用
が
あ
り
、
要
望

が
強
く
あ
れ
ば
、
そ
の
便
を

生
活
交
通
で
担
う
べ
き
か
ど

う
か
も
含
め
て
、
生
活
交
通

検
討
委
員
会
な
ど
の
場
で
議

論
を
し
た
い
。

石
橋
町
長

　

霧
の
湯
再
開
時
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
今
後
の
町
民
の

方
々
の
動
向
も
踏
ま
え
、
生

活
交
通
検
討
委
員
会
の
中

で
、
議
論
の
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

野
田
議
員

　

久
喜
銀
山
遺
跡
に
つ
い

て
、
山
頂
部
付
近
に
残
る
地

下
登
り
煙
道
は
今
後
ど
う
す

る
の
か
。
ま
た
、
国
史
跡
の

構
成
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ

た
縄
手
吹
所
跡
の
発
掘
時
の

様
子
が
わ
か
る
看
板
の
設
置

を
提
案
す
る
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

整
備
す
る
場
合
は
、
史
跡

整
備
等
の
現
状
変
更
の
取
り

扱
い
を
記
載
し
た
保
存
活
用

計
画
に
つ
い
て
、
文
化
庁
に

よ
る
認
定
が
必
要
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
だ
け
で
な
く
、

土
木
や
建
築
の
専
門
家
に
入

っ
て
も
ら
い
、
長
期
的
な
整

備
計
画
を
策
定
し
、
国
の
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
る
。

　

煙
道
だ
け
で
な
く
、
久

喜
銀
山
遺
跡
を
含
め
た
、

２
０
０
０
箇
所
以
上
あ
る
町

全
体
の
遺
跡
の
保
存
活
用
と

整
備
費
の
捻
出
も
含
め
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
的

に
判
断
し
、
計
画
策
定
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

縄
手
吹
所
跡
の
発
掘
調
査

時
の
様
子
が
わ
か
る
看
板
の

設
置
の
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
設
置
に
つ
い
て
は

国
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

　

今
後
、
看
板
を
設
置
す
る

場
合
は
、
看
板
の
内
容
に
つ

い
て
、
発
掘
調
査
時
の
結
果

の
分
析
や
保
存
活
用
委
員
会

の
検
証
、
久
喜
銀
山
ガ
イ
ド

の
会
な
ど
の
事
務
局
や
地
元

団
体
と
協
議
が
必
要
な
た

め
、
時
間
を
要
す
る
が
、
設

置
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

繩
手
吹
所
跡
に

　

看
板
設
置
を

答

設
置
に
つ
い
て

　
　

検
討
す
る

今のところは考えていない

野
田
議
員

　

久
喜
銀
山
遺
跡
の
広
島
広

域
都
市
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
は
で
き

て
い
る
の
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

邑
南
町
の
重
要
な
史
跡
で

あ
り
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

Ｐ
Ｒ
媒
体
に
つ
い
て
積
極

的
活
用
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

野
田
議
員
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
つ
い
て
と
、
再
整
備

後
の
「
道
の
駅
瑞
穂
」
の
情

報
発
信
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

山頂部付近に残る地下登り煙道

野
田
佳
文
議
員

　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
通
院
時
は
、
対

象
地
域
の
範
囲
を
こ
え
た
実

費
分
の
補
助
を
提
案
す
る
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

対
象
エ
リ
ア
外
へ
の
実
費

分
を
補
助
す
る
こ
と
で
利
用

が
増
え
れ
ば
、
町
か
ら
の
助

成
額
も
さ
ら
に
増
加
す
る
。

今
以
上
の
財
政
負
担
が
伴
う

制
度
の
拡
充
は
今
の
と
こ
ろ

は
考
え
て
い
な
い
。

　

エ
リ
ア
内
で
は
、
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
制
度
を
活
用

し
、
エ
リ
ア
外
か
ら
は
、
お

お
な
ん
バ
ス
に
乗
り
換
え
て

病
院
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
を
併

用
し
て
の
移
動
を
、
こ
れ
か

ら
も
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
た
い
。

野
の だ

田佳
よ し ふ み

文 議員

そ
の
他
の
質
問

いっぱん質問
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る
と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
設
立
、
運

営
に
対
す
る
手
引
書
が
必
要

に
な
る
。こ
れ
を
作
成
し
て
、

早
め
に
示
し
た
い
。

　

設
立
後
の
運
営
経
費
も
、

現
在
の
自
治
会
活
動
補
助
金

を
ベ
ー
ス
に
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員　

　

総
務
省
の
資
料
に
よ
る

と
、
地
域
運
営
組
織
の
持
続

的
な
運
営
に
向
け
て
の
課
題

の
一
番
は
人
材
確
保
と
な
っ

て
い
る
。

　

以
前
に
も
提
案
し
た
が
、

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
適
す

る
人
材
を
、
役
場
職
員
の
中

か
ら
庁
内
公
募
す
る
と
か
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用

し
た
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

中
村
昌
史
議
員

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
書

が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
読

み
解
き
な
が
ら
、
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　

持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
と
し
て
、

地
域
運
営
組
織
の
必
要
性
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

町
と
し
て
も
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、

地
域
運
営
組
織
は
必
要
な
も

の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

中
村
議
員

　

地
域
運
営
組
織
の
具
体
的

な
仕
組
み
づ
く
り
で
、
常
設

の
事
務
局
機
能
、
地
域
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
な
ど
と
合

わ
せ
て
実
際
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

化
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

　

今
ま
で
、
公

民
館
の
多
機
能

化
な
ど
の
議
論

を
し
て
き
た
中

で
、
教
育
委
員

会
か
ら
は
あ
く

ま
で
も
社
会
教

育
法
に
基
づ
く

公
民
館
を
前
提

と
し
た
答
弁
で

し
て
の
公
民
館
活
動
の
管
理

は
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
を
検

証
し
な
が
ら
、
そ
の
地
区
ご

と
に
考
え
て
い
く
。

大
橋
教
育
長

　

人
づ
く
り
と
い
う
観
点
か

ら
、
社
会
教
育
と
い
う
機
能

は
残
し
て
い
き
た
い
。

中
村
議
員

　

次
に
、
地
域
運
営
組
織
の

設
立
、
運
営
に
対
す
る
町
の

支
援
が
必
要
だ
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
の
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

町
と
し
て
は
、
設
立
、
運

営
の
伴
走
支
援
が
必
要
で
あ

育
成
な
ど
も
検
討
す
べ
き

だ
。

　

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

今
回
示
さ
れ
た
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
基
本

方
針
」
を
最
大
限
に
尊
重
し

て
い
き
た
い
。

　

何
よ
り
も
「
地
域
住
民
が

主
役
」「
多
様
な
主
体
の
参

加
」「
安
心
、
安
全
に
過
ご

せ
る
」
こ
の
三
つ
の
要
素
が

謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
評
価
し
た
い
。

　

ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
合
意
形
成
が
大

事
で
あ
り
、
そ
こ
を
し
っ
か

り
説
明
し
て
い
く
責
任
が
あ

る
し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
な
ら

ば
継
続
性
が
大
事
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
人
材
確
保

と
財
源
が
大
事
な
要
素
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
と
約
束
す
る
。

　

町
内
12
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ

環
境
が
違
う
。
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
で
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
し
、
そ
の
中
に

は
社
会
教
育
の
機
能
も
担
保

し
て
い
き
た
い
。

最大限に尊重したい町長

検討委員会から答申された報告書。
町ホームページからダウンロードできる他、
各支所、公民館でも閲覧できます。
また、内容を要約した概要版もあります。

「地域コミュニティのあり方基本方針」
　　　　　　　　　　　　どう取り組むか

中
な か む ら

村昌
ま さ ふ み

史 議員

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

町
と
し
て
は
、
現
在
12
地

区
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
公
民
館

を
活
動
拠
点
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
極
端
に

言
う
と
、
12
通
り
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
。

　

そ
の
中
で
、
社
会
教
育
機

能
と
し
て
の
活
動
が
続
け
ら

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員

　

施
設
と
し
て
の
公
民
館
の

維
持
管
理
と
、
社
会
教
育
と

いっぱん質問
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第
16
回　

議
会
意
見
交
換
会
を
開
催

寄居町広報公聴委員の皆さんと

　

９
月
の
定
例
会
を
目
前
に

控
え
た
８
月
の
末
に
、
広
報

公
聴
常
任
委
員
会
で
、東
京
、

埼
玉
に
視
察
研
修
に
出
か
け

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
他
町
村
の
広

報
紙
を
専
門
家
が
診
断
す
る

と
い
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
研
修

で
す
。

　

広
報
誌
は
、手
に
と
っ
て
、

読
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
意
味

が
な
い
の
で
す
が
、
全
般
的

に
文
字
が
多
す
ぎ
て
読
み
づ

ら
い
と
か
、
雑
然
と
し
て
い

て
分
か
り
に
く
い
、
議
会
用

語
が
多
く
読
む
気
に
な
ら
な

い
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
何
度
も
広
報
紙

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
て

い
る
埼
玉
県
寄
居
町
議
会
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
「
読
ん
で
も

ら
え
な
い
広
報
紙
に
意
味
な

し
」
を
編
集
方
針
に
掲
げ
、

町
民
目
線
で
分
か
り
や
す

く
、
か
つ
関
係
す
る
町
民
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
出
向
き
、

声
を
写
真
と
名
前
入
り
で
掲

載
し
て
ま
す
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
ネ
ッ
ト
へ
誘
導

し
、
紙
面
を
有
効
に
使
う
な

ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。

　
「
徹
底
的
に
パ
ク
る
、
略

出羽公民館での意見交換のようす

し
て
Ｔ
Ｔ
Ｐ
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
世
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
メ

デ
ィ
ア
か
ら
、
ア
イ
デ
ア
を

パ
ク
っ
て
来
る
の
だ
そ
う
で

す
。
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表

紙
や
、
読
者
を
引
き
込
む
ア

イ
デ
ア
が
満
載
で
す
。

　

今
回
の
視
察
研
修
の
内
容

を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
で
も
変
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
見
て
い
て
く

だ
さ
い
。

開催場所 参加者
口羽公民館 8
井原公民館 8
中野公民館 3
矢上公民館 12
出羽公民館 10
日貫公民館 19
布施公民館 7
市木公民館 6

阿須那公民館 10
日和公民館 7
高原公民館 6
田所公民館 9

合　計 105

参加者数

　

８
月
２
日
、
７
日
、
８
日

に
町
内
各
公
民
館
で
議
会
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
い
わ
み
温
泉
霧
の
湯
の
改

修
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

り
方
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
が
今
後
の
方
向
性
は
ど

う
か
。

●
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
町

民
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。

●
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

を
公
表
す
べ
き
だ
。

●
行
政
の
課
名
が
、
何
を
す

る
課
な
の
か
町
民
に
は
わ
か

り
に
く
い
。

●
危
険
空
き
家
の
対
策
は
。

●
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
、
日
本

一
の
子
育
て
村
構
想
、
し
ご

と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
事
業
の
成
果
を
町
民
に

対
し
て
公
表
す
べ
き
だ
。

●
新
電
力
会
社
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

町
民
説
明
す
べ
き
だ
。

●
道
の
駅
瑞
穂
へ
の
農
産
物

確
保
に
は
、
生
産
者
の
育
成

が
重
要
だ
。

●
今
後
の
農
業
施
策
は
。

●
大
型
建
設
工
事
に
町
内
業

者
が
受
注
に
難
し
い
も
の
が

あ
る
。

●
小
学
校
の
統
廃
合
に
不
安

が
あ
る
。

　

町
民
の
ご
意
見
、
提
案
は

貴
重
で
あ
り
、
重
く
受
け
止

め
議
会
で
反
映
し
て
ま
い
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

埼
玉
県
寄
居
町
を
視
察

議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
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今
年
度
の
町
民
議

会
は
中
止
し
ま
す

ご意見をお寄せください

　この広報に限らず、議会のことについてご
意見、ご質問などがございましたら、気軽に
ご連絡ください。

議会の傍聴にお越しください

　12月定例会は、12月４日からの開催を予
定しています。一般質問だけでなく、全員協
議会などすべての議事が傍聴できます。お気
軽にお越しください。

お問い合わせ先：議会事務局
TEL：0855-95-1113
ⅠＰ：050-5207-3021

　

令
和
４
年
度
は
た
く
さ
ん

の
参
加
が
あ
り
、
意
義
あ
る

町
民
議
会
で
し
た
。
目
的
は

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
だ
よ
り
「
お
お
な

ん
」
85
号
に
お
い
て
、
今
年

度
も
町
民
議
会
を
開
催
す
る

意
向
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
の
開
催

を
執
行
部
に
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
は
諸
事
情
に
よ

り
、
対
応
は
困
難
と
の
回
答

が
あ
り
、
今
年
度
は
中
止
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

活発に意見を交わしたキラ☆サポとの意見交換会

キ
ラ
☆
サ
ポ
と
意
見
交
換
会

中野から「あゆみの会」の皆さまが傍聴に来られました。

皆さんもぜひ傍聴にお越しください。

　

令
和
５
年
９
月
19
日（
火
）

午
後
７
時
か
ら
田
所
公
民
館

で
議
会
出
前
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
11
名
と
議

員
４
名
で
し
た
。 

　

キ
ラ
☆
サ
ポ
さ
ん
は
、
町

内
で
男
女
共
同
参
画
に
関
し

て
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。 

　

男
女
平
等
と
言
い
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
男
が
強
い
現

状
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い

け
ば
よ
い
か
。
地
域
の
会
合

や
行
事
で
も
男
性
主
導
だ
け

ど
、
女
性
も
も
っ
と
発
言
す

べ
き
だ
。
家
事
や
育
児
も
、

女
性
で
な
く
て
も
で
き
る
者

が
す
れ
ば
い
い
。
世
の
中
は

女
性
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
は
。
な
ど
、

皆
さ
ん
の
思
い
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。 

　

ア
ッ
と
い
う
間
に
予
定
時

間
を
過
ぎ
て
終
了
し
ま
し
た

が
、
片
づ
け
を
し
な
が
ら
も

そ
の
後
も
お
し
ゃ
べ
り
は
止

ま
り
ま
せ
ん
。

　

宴
も
た
け
な
わ
で
す
が
…

の
掛
け
声
で
や
っ
と
み
な
さ

ん
解
散
し
ま
し
た
が
、
時
間

が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

キ
ラ
☆
サ
ポ
さ
ん
は
、
興

味
の
あ
る
方
に
声
を
掛
け
合

っ
て
集
ま
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
輪
が
広
が
り
、
女
性
の

地
位
が
向
上
す
る
こ
と
を
望

み
ま
す
。 

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
出
前
講

座
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。
お
申
込
み
は
議
会
事
務

局
ま
で
。 

　

平
成
25
年
に
町
議
会
議
員

の
議
席
を
お
預
か
り
し
て
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の

間
何
度
か
一
般
質
問
に
立

ち
、
質
問
や
提
案
な
ど
を
重

ね
て
参
り
ま
し
た
▼
今
回
の

９
月
定
例
会
で
の
私
の
一
般

質
問
中
に
議
場
の
中
が
急
に

ざ
わ
つ
き
始
め
何
事
か
と
思

っ
て
い
る
と
、
議
長
の
「
暫

時
休
憩
」
の
ひ
と
言
。
そ
し

て
私
と
副
議
長
、
議
会
運
営

委
員
長
が
議
長
席
に
呼
ば

れ
、
誤
解
を
生
む
恐
れ
の
あ

る
発
言
が
あ
っ
た
と
の
指
摘

を
受
け
ま
し
た
▼
一
般
質
問

で
の
初
め
て
の
出
来
事
に
戸

惑
い
ま
し
た
が
そ
の
場
で
お

詫
び
し
、
訂
正
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。
議
会
最
終
日
に

は
、
改
め
て
発
言
の
訂
正
を

申
し
出
て
会
議
録
か
ら
の
削

除
を
お
願
い
し
、
了
承
い
た

だ
き
ま
し
た
▼
議
会
の
中
で

の
発
言
の
重
さ
を
改
め
て
認

識
し
、
普
段
の
会
話
に
お
い

て
も
意
識
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
た
出
来
事
で
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
一
成
）

三
階
席

お気軽にどうぞ
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編
集
室
の

編
集
室
の

　
　
窓

　
　
窓

　

音
声
を
自
動
で
テ
キ
ス
ト

化
し
た
文
書
と
音
声
を
聞
き

な
が
ら
、
議
会
だ
よ
り
の
一

般
質
問
の
原
稿
を
書
い
て
い

ま
す
▼
今
回
、
文
書
を
読
み

進
め
る
う
ち
に
、
あ
る
部
分

で
当
日
の
情
景
を
思
い
浮
か

べ
ま
し
た
。
用
意
し
た
原
稿

に
は
な
か
っ
た
部
分
、
一
般

質
問
中
に
町
民
の
熱
い
想
い

が
浮
か
び
、
感
極
ま
っ
て
し

ま
っ
た
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た

▼
質
問
を
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
想
い
と
、
こ

の
ま
ま
続
け
れ
ば
涙
が
出
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
…
耐

え
な
け
れ
ば
、
と
壇
上
に
立

っ
て
い
ま
し
た
。
何
と
か
涙

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
あ
る
議
員
に
は
気
づ

か
れ
、
執
行
部
で
も
気
づ
い

た
方
が
い
ま
し
た
▼
歳
と
と

も
に
涙
も
ろ
く
な
っ
て
い
る

こ
と
は
実
感
し
て
い
ま
す

が
、
一
般
質
問
中
に
感
情
を

抑
え
切
れ
な
く
な
る
と
は
、

自
分
で
も
驚
き
ま
し
た
▼
ど

こ
で
感
極
ま
っ
た
の
か
、
そ

れ
は
秘
密
で
す
。

　
　
　
　
（
野
田
佳
文
記
）

こちら日貫 「一歩の会」 ですこちら日貫 「一歩の会」 です

男女共同参画ってご存知ですか？

　

日
貫
で
は
、
平
成

24
年
に
男
女
共
同
参

画
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
っ
た
鶴
岡
和
美
さ

ん
を
中
心
に
16
名
の

方
が
集
ま
っ
て
、「
一

歩
の
会
」
を
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
男

女
問
わ
ず
そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
分
野
や
個
性

を
生
か
し
、
助
け
合

い
思
い
や
っ
て
い
こ

う
と
い
う
、
男
女
共

同
参
画
を
め
ざ
す
会

で
す
。

し
合
え
る
世
の
中
に
な
ら
な

く
ち
ゃ
ね
。
そ
の
為
に
は
、

ま
ず
は
自
分
か
ら
変
わ
ら
な

く
ち
ゃ
ね
」

　

と
、
鶴
岡
さ
ん
、
上
田
さ

ん
、
福
屋
さ
ん
。

　

で
す
が
、
会
の
メ
ン
バ
ー

で
男
性
は
１
人
だ
そ
う
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方

が
参
加
さ
れ
る
会
に
な
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

　

と
っ
て
も
元
気
で
前
向
き

で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
一
歩
の

会
の
皆
さ
ん
に
、
勇
気
と
希

望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

聞
き
手　

鍵
本
あ
き

快くインタビューに応えて下さった「一歩の会」の皆さん
　（左から、上田さん、鶴岡さん、福屋さん）

達筆な筆遣いで読まれた川柳

づ
つ
、
ち
ょ
っ
と
づ
つ
や
っ

て
み
よ
う
と
、
地
域
の
み
ん

な
で
楽
し
め
る
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ

か
ら
じ
ゃ
な
い
。
あ
な
た
の

得
意
な
事
で
、
で
き
る
事
を

す
れ
ば
い
い
。
難
し
い
話
で

は
な
い
。そ
れ
だ
け
の
こ
と
。

人
と
し
て
み
ん
な
対
等
な
ん

だ
よ
」　

　
「
今
後
は
日
貫
だ
け
で
な

く
、
町
内
の
色
々
な
会
と
の

交
流
も
し
て
、
思
い
を
共
有

で
き
る
仲
間
を
増
や
し
た

い
。
み
ん
な
が
お
互
い
を
認

め
合
い
、
助
け
合
い
、
尊
重

　

高
校
生
を
対
象
に

郷
土
料
理
教
室
を
開

催
し
、
そ
の
後
み
ん

な
で
男
女
共
同
参
画

啓
発
カ
ル
タ
で
遊
ぶ

交
流
や
、
地
元
独
自

の
長
浜
人
形
の
展

示
、
川
柳
教
室
な

ど
、
活
動
は
多
岐
に

渡
り
、
参
加
者
も
子

ど
も
か
ら
年
配
者
ま

で
と
多
彩
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
と

い
う
形
に
と
ら
わ
れ

ず
に
、
ま
さ
に
一
歩
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